
法住寺虚空蔵堂（上田市）
　  こ く ぞ う ど う

　　　　山門







　　　　　　山門を背面から見る



　　　　参道を虚空蔵堂へと進む



　右手の石柱には「特別保護建造物虚空蔵堂」と記されている



　　　　振り返って山門方向を見る



　　　　　正面が法住寺虚空蔵堂



虚空蔵堂/1486年再建/重要文化財







屋根の妻が深く入っているのが特徴となっている



　　　　　　　基壇を設けないで雨落を配置し、自然石の礎石の上に建っている





　「福一満」と書かれた額が、虚空蔵堂に大きく掲げられている



　　　　　三間四間の奥行の長い長方形平面となっており、内陣と外陣の間は格子戸でしきられている



唐様の木割が大きい斗拱が見てとれる



厨子も虚空蔵堂と同時代に造られたものと推定されている/方一間入母屋造で禅宗様式独特の方式で造られている/中に虚空蔵菩薩
が安置されているが大へん精巧なもので、虚空蔵堂とあわせて国の重要文化財に指定されている







　　　　前方柱間一つ分が吹放ちとなっている 向拝部分





　脇に社が建つ





　　屋根は入母屋造の杮葺で、棟の両側にはいかつい鬼の面、鬼板がついている



　　　　　　全体的には和様であるが、懸魚などに禅宗様のところも少し見られる



正面は束はなくて、斗と実肘木（この場合は通し肘木か）のみがつけられている中備/この斗から下を欠いた中備は県内の室町時代の
建築でしばしばみられるものという



　　　　　　　周囲に廻る切目縁



　　前方が本堂



参考ホームページ

http://museum.umic.jp/map/document/dot86.html

http://www1.ocn.ne.jp/~oomi/kokuu.html

http://tempsera.at.webry.info/201104/article_7.html

http://ogino.ninpou.jp/maruko/kokuzoudou/index.htm

http://nagatabi.hariko.com/ueda/houjyuu/06syasin.html
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